
平成 26 年度 岐阜工業高等専門学校シラバス 

教科目名 基礎製図 担当教員 前期：渡辺尚彦，後期：水野剛規 

学年学科 ２年 環境都市工学科 通年 必修 2 単位  

学習・教育目標 （Ｄ－２ 設計・システム系）５０％，（Ｅ）５０％  

授業の目標と期待される効果： 

製図に関する諸規則および建設分野の製図

に関する基礎的な知識と技術を理解し，作図に

より企画を正確に伝え提案し，設計図を正しく

読みとる基礎的な能力を習得する．また情報処

理機器を用いた演習も行う．具体的には以下の

項目を目標とする． 

①JIS による製図規則に関する理解 

②平面図形や透視図等の作図方法に関する

理解 

③土木製図の規約に関する理解 

④CAD の操作方法の習得 

⑤代表的な土木構造物の図面の理解と CAD

による作図 

成績評価の方法： 

前期：課題 1:10 点＋課題 2:5 点＋課題 3:15 点＋中間試験 20 点 

後期：CAD 操作方法の習熟度試験:20 点＋課題 4:30 点 

学年：前・後期の重みを等しくして合計し得点率（％）で成績をつ
ける 

達成度評価の基準： 

製図に関する諸規則を十分に理解した上で，正確かつ丁寧に作図で
きるレベルまで達すること．なお①から⑤の成績の重みは以下の通り
である． 

①基本的な製図規則を理解し，正確かつ丁寧に線や文字を描くこと

ができる【20%】 

②作図の方法を正しく理解し，平面図形や簡単な物体の透視図がほ

ぼ正確に描くことができる【15%】 

③土木製図の規約をほぼ正確 (6 割以上) に理解できる【15%】 

④CAD の基本的な操作方法を理解し，ある程度(6 割以上)に使いこ

なすことができる【20%】 

⑤代表的な土木構造物の図面を理解し，CAD を用いてほぼ正確(8 割

以上)に描くことができる【30%】 

授業の進め方とアドバイス： 

前期については，製図道具を用意すること．後期については， 1 つの CAD 製図に関する演習を複数回にわたって取
り組むことが多いため，USB メモリなどのデータ記録媒体を用意することが望ましい．授業は課題作成（製図）を中心
に行うので，課題提出の期日は厳守すること．またこの授業で学習したことを他の演習や卒業研究等で活用されること
を期待している． 

教科書および参考書：土木製図（実教出版） 

参考書（後期）：はじめて学ぶ AutoCAD LT 2012 作図・操作ガイド（鈴木孝子著，ソーテック社，2011） 

必要に応じてプリントを配布する． 

授業の概要と予定：前期 

第 １回：基礎製図の概要，製図用器具と材料，線の書き方 

第 ２回：文字の書き方 

第 ３回：線の書き方・文字の書き方の演習（課題 1） 

第 ４回：土木製図の規約（作図一般） 

第 ５回：土木製図の規約（断面の表示・寸法） 

第 ６回：平面図形の書き方 1（基本的な作図，直線と多角形） 

第 ７回：平面図形の書き方 2（さまざまな曲線） 

第 ８回：中間試験 

第 ９回：投影の概要 

第１０回：副投影 1 

第１１回：副投影 2（課題 2） 

第１２回：立体の基礎 

第１３回：透視投影 1 

第１４回：透視投影 2 

第１５回：投影の演習（課題 3）とフォローアップ 



授業の概要と予定：後期 

第１６回：パソコンによる CAD 製図（基本的な作図操作） 

第１７回：パソコンによる CAD 製図（図形の編集） 

第１８回：パソコンによる CAD 製図（作図・編集補助） 

第１９回：パソコンによる CAD 製図（レイアウト） 

第２０回：パソコンによるCAD製図（画層管理） 

第２１回：パソコンによる CAD 製図（寸法線） 

第２２回：パソコンによる CAD 製図（縮尺） 

第２３回：中間試験（CAD 操作方法の習熟度試験） 

第２４回：土木製図の規約（材料記号の表示，鋼部材の寸法表示，ボルト記号，溶接記号） 

第２５回：土木製図の規約（鋼構造物の設計製図） 

第２６回：CAD 製図の演習（課題 4） 

第２７回：CAD 製図の演習（課題 4） 

第２８回：CAD 製図の演習（課題 4） 

第２９回：CAD 製図の演習（課題 4） 

第３０回：CAD 製図のまとめとフォローアップ 

 
 


